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2022 年度の well-being 研究では、先行研究の中でもマーティン・セリグマン

Seligman, Martin E. P.の PERMA 理論をもとに尺度を検討した。その結果、A（Achievement，

達成）以外の４因子が抽出された。2023 年度は、2022 年度に開発した尺度をもとに、

達成、ポジティブ項目を加え、文言を修正し、合唱における well-being 尺度を開発

し、調査・分析を行なった。 

2024 年度は、合唱活動の充実が well-being につながることを目指した研究を推

進する。渡邊ら（2020）は、国内の約 1300 人の大学生を対象として well-being を

決定する要因を挙げてもらい、回答を「I（個人的なこと）／WE・SOCIETY（他人との

関係性や社会的なこと）／UNIVERSE（超越的な世界との関わり）」という３つのカテ

ゴリに分類している。本研究では、合唱活動における well-being に関する自由記述

を、「I」のみではなく「WE」の要因が鍵である活動としてテキストマイニングを用い

た解析を行うことで、合唱における well-being の全体像を明らかにしていく。 

はじめに

well-beingは、大きく分けると３つの側面があると言

われる。医学的 well-beingについて渡邊ら（2020）は「心

身の機能が不全でないかを問うもので医学の領域」と述

な紙問質るす関にスルヘルタンメや断診康健「、で上たべ

どで測定可能」としている（p.20）。快楽的 well-being

について渡邊ら（2020）は、「現在の気分のよしあしや快・

不快など、一時的、かつ主観的な感情に関する領域」と

述べた上で、「表情であったり、心拍やホルモンなど生体

反応の指標で計測すること」ができると述べている

（p.20）。持続的 well-beingについて渡邊ら（2020）は、

「心身の潜在能力を発揮し、周囲との関係のなかで意義

を感じている『いきいきとした状態』を指すもの」と述

べた上で、「英語では『フローリシング（flourishing）

＝開花』という言葉でも表現され」るとしている（p.20）。

これまでの well-being 研究は「医学的もしくは快楽主

義的なものが対象」だったが、近年は well-beingを「持

続的かつ包括的に捉えようとする考えが主流」となって

いる（渡邊ら，2020，p.20）。現在の well-being研究は、

快楽的 well-beingと持続的 well-beingを組み合わせた

アプローチが多く、ポジティブ心理学の創始者マーティ

ン・セリグマン Seligman, Martin E. P.による PERMA理

論等がこれにあたる。セリグマン（2014）は、well-being

を構成する５つの要素として、Ｐ（Positive Emotion）・

Ｅ（Engagement）・Ｒ（Relationship）・Ｍ（Meaning）・

Ａ（Achievement）の５つを挙げている（pp.33-42）。
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１．渡邊らによる well-being研究 

１-１．「わたしたち」の well-being  

 渡邊ら（2020）は、これまでの well-being研究が「『個

人的』な視点に基づいて進められてきた」理由として、

「欧米で主潮ととなるこの視点は、確立された個人のウ

ェルビーイングを満たすことで社会への貢献を目指すも

のである」と述べている（p.31）。この「欧米型の『わた

し』のウェルビーイングからこぼれ落ちた」、「身体的な

共感プロセスや共創的な場における『わたしたち』のウ

ェルビーイングの観点」を忘れてはならないのである（渡

邊ら，2020，p.31）。 

 渡邊ら（2020）は、この「わたし」「わたしたち」に加

えて「人と人のあいだにウェルビーイングが生じると考

える集産主義的な視点」を広げ、「コミュニティと公共の

ウェルビーイング」として図１を示している（p.32）。 

 

図１ well-beingの見取り図 

渡邊淳司・ドミニク・チェン（2020）『わたしたちのウェ

ルビーイングをつくりあうために－その思想、実践、技

術』p.32より抜粋 

 

１-２． well-beingの３つのカテゴリ 

渡邊ら（2020）は、エドワード・デシとリチャード・

ライアンが提唱した「自己決定理論」、マーティン・セリ

グマンの PERMA 理論、ハパートとソーの 10 要因、

『Positive Computing』の主な要因を、３つのカテゴリ

に分類している（p.36）。 

表１ well-beingのカテゴリ 

 

渡邊淳司・ドミニク・チェン（2020）『わたしたちのウェ

ルビーイングをつくりあうために－その思想、実践、技

術』p.36より抜粋 

 

１-３．他者と世界の連続性  

 他者と世界の連続性について、渡邊ら（2020）は２つ

のモデルを示している。米国型のモデル Aは、個人が家

族や友人、同僚といった他者とは独立した存在として、

ひとりで感情を経験する。 

 

図２ 他者と世界の連続性（米国型モデル A） 

渡邊淳司・ドミニク・チェン（2020）『わたしたちのウェ

ルビーイングをつくりあうために－その思想、実践、技

術』p.53より抜粋 

一方で、日本型のモデル Bでは、自己の境界が他者の

それとなかば融解しており、ある感情を他者とともに経

験する様子が描かれている。 

 

図３ 他者と世界の連続性（日本型モデル B） 

渡邊淳司・ドミニク・チェン（2020）『わたしたちのウェ

ルビーイングをつくりあうために－その思想、実践、技

術』p.53より抜粋 

 渡邊ら（2020）は、図の「『感情』という要素を『世界』

と置き換えても意味が保たれる」と述べた上で、「他者と

共同で世界と向き合うとき（モデル B）、主体は自分自身
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では制御できない複雑さのネットワークに置かれる」と

述べている（p.52）。 

 

２．well-beingに関する調査の概要 
２-１．調査の方法 
調査時期 2024年 9月 9日から 9月 12日 

指導者 白地めぐみ教諭 

対象者 附属光中学校  

１年生 59名（男子 27名、女子 32名） 

２年生 78名（男子 38名、女子 40名） 

３年生 60名（男子 27名、女子 33名） 

調査・分析方法 

合唱における well-beingの調査用に開発した 30項目

（５件法）及び自由記述。分析にはKH Coderを使用。 

 

２-２．調査の項目 
2022年度の研究では、前述の通り、先行研究の中でも

セリグマンの PERMA理論をもとに尺度を検討した。その

結果、A（Achievement，達成）以外の４因子が抽出され

た。2023年度は、2022年度に開発した尺度をもとに、達

成、ポジティブ項目を加え、文言を修正し、合唱におけ

る well-being尺度を開発した。渡邊ら（2020）は、国内

の約 1300人の大学生を対象として well-beingを決定す

る要因を挙げてもらい、回答を「I（個人的なこと）／WE・

SOCIETY（他人との関係性や社会的なこと）／UNIVERSE（超

越的な世界との関わり）」という３つのカテゴリに分類し

ている。本研究の調査項目は、合唱活動について、「I」

のみではなく「WE」の要因が鍵である活動として項目を

精査し、さらに自由記述を加えた。 

合唱における well-beingの 30項目（５件法）につい

ての分析は今後の論文において結果を考察することとし、

本研究においては下記の自由記述について分析する。 

 

３．調査結果：合唱における well-beingのイメージ 

３−１．合唱における well-beingのクラスター分析 
 合唱における well-beingのイメージのクラスター分

析を、図４に示す。  
図４ 合唱における well-beingのクラスター分析  

 

Q1 合唱活動における良い状態(well-being)とはどう

いうイメージだと思いますか。 あなたの考えを自由

に書いてください。思いついたことをなんでも書いて

ください。  

Q2 あなたは合唱活動においてどんなときに良い状態

(well-being)であると感じますか。どんな些細なこと

でも良いので、合唱活動において「良い状態」と感じ

るときを３つ挙げてみてください。  
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３−２．合唱における well-beingの共起ネットワーク 
 合唱における well-beingのイメージの共起ネットワ

ークを図５に示す。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 合唱における well-beingの共起ネットワーク 

 
 図５の「合唱」、「全員」、「心」、「一つ」、「楽しい」、

「歌う」のネットワークから、「合唱する全員の心が一

つになって、みんなで合唱を作り上げること」、「全員が

楽しく心を通じ合わせながら歌う」といった使われ方を

している。また、「全体」、「パート」、「他」、「聞く」、

「ハーモニー」、「きれい」のネットワークから、「各パ

ートが他のパートの音を聞いて合わせ、きれいなハーモ

ニーや響きになったとき」といった使われ方をしてい

る。「認める」、「雰囲気」、「お互い」のネットワークか

ら、「お互いを認め合い、理解し合っている」、「お互い

をほめあったりすることで、学校・学年・クラスが良い

雰囲気になる」といった使われ方をしている。これらの

ネットワークは、合唱活動における well-beingの

「WE」に関する話題が表れていることが明らかである 

 一方で、「自分」、「曲」、「好き」のネットワークや、

「取り組む」、「真剣」、「練習」のネットワーク、「考え

る」、「歌詞」、「理解」のネットワーク、「意欲」、「努

力」のネットワークは、合唱活動における well-being

の「I」に関する話題が表れている。 

 「感じる」、「一体」、「音楽」のネットワークは、「I」

の「没頭」に関する内容であるが、「音楽と一体になる

ことができたとき」とは、「超越的要因(UNIVERSE)」の

まさに「自己を超えた世界を受け入れる『精神性』（渡

邊ら，2020，p.40）」と言えるのではないだろうか。 

 

３−３．合唱における well-beingの自己組織化マップ 
 合唱における well-beingのイメージの自己組織化マ

ップを、図６に示す。 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図６ 合唱における well-beingの自己組織化マップ 

 
 本研究の分析で使用した KH Coderにおける自己組織

化マップは、デフォルト設定で一辺が 20個のノードで

構成されている。外的規準がなくても似た者同士が集ま

ってきて最適な図ができることから、「自己組織化」マ

ップと呼ばれる。同じクラスターは同じ色で塗り分け、

クラスター間は境界線を引いている。 

 被験者の持つ合唱における well-beingの概念を自己

組織化マップに表すことで、一般性を持つ合唱における

well-beingのマップとして捉えることが可能になる。

各概念の拡張やクラスターの関係を解釈しながら、合唱

における well-beingの全体像について把握していく。 

 ここでは、図４を参照しながら図６から全体を概観す

る。８つのクラスターを３つに併合すると、（C、H、E）

（A、B、D、F）、Gとなる。渡邊ら（2020）の３つのカ

テゴリに分類すると、下記の通りとなる。 

① I （わたし） 

C（没頭、練習のあり方）＋H（自分の気持ちや成長） 

E（練習の目標） 

② WE（わたしたち） 

A（お互いの雰囲気） 

B（全員の取り組み） 

D（目指す合唱の演奏） 

F（大切なもの） 

③ その他 

G（パート間の関係、ハーモニー） 

 

B A

C D 

E 

F 

G 

H 
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３−４．合唱におけるwell-beingの学年による対応分析 
 合唱における well-beingのイメージの学年による対

応分析を、図７に示す。 

 
図７ 合唱におけるwell-beingの学年による対応分析 
 １年生が「集中」、「自分」、「歌える」、２年生が「考え

る」、「理解」、「意味」という「I」中心のイメージである

ことに対し、３年生は「仲間」、「団結」、「協力」といっ

た「WE」中心のイメージであることは興味深い。 

 
３−５．合唱におけるwell-beingの性別による対応分析 
 合唱における well-beingのイメージの性別による対

応分析を、図８に示す。（男子:1、女子:2） 

 
図８ 合唱におけるwell-beingの性別による対応分析 

 男子が「歌える」、「意識」、「合わせる」という「I」 

中心である一方、女子は「雰囲気」、「仲間」、「感じる」、

「他」という「WE」中心のイメージである。 

４．調査結果：合唱におけるwell-beingの経験 
４−１．well-beingの経験のクラスター分析 

 合唱における well-beingの経験のクラスター分析

を、図９に示す。 

 

図９ well-beingの経験のクラスター分析 

－ 205 －

合唱活動の充実とwell-beingに関する研究



４−２．well-beingの経験の共起ネットワーク 

 合唱における well-beingの経験の共起ネットワーク

を、図 10に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 well-beingの経験の共起ネットワーク 

 

 図 10の「練習」、「言える」、「聞く」、「話」、「メリハリ」

のネットワークから、「休憩の後、練習を始めるとき、メ

リハリをつけたり、他の人に始めるよー！と言えたりし

ている」、「先生やパートリーダーが話すときに、しっか

りと耳を傾けて、言われたことを意識しながら練習して

いるとき」といった使われ方をしている。また、「先生」、

「パート」、「リーダー」、「返事」のネットワークから、

「パートリーダーや先生に言われたことに対して、『は

い。』とすぐに返事ができ、それにこたえようとしている

とき」といった使われ方をしている。同じく、「向かう」、

「頑張る」、「目標」、「一生懸命」のネットワークから、

「みんなが、一つの目標に向かって一生懸命頑張ってい

るとき」といった使われ方をしている。 

図 10の教示文は「合唱活動において『良い状態』と感

じるときを３つ挙げてみてください」であったが、合唱

における well-being のイメージと比べて、合唱そのも

のの「楽しさ」や「心を一つ」という状態よりも、その

前提となる合唱練習の「態度」や「取り組み」に関する

話題が表れていることは興味深い。 

 一方で、「歌う」、「楽しい」、「歌える」のネットワーク

から、「I」に関する話題において「楽しみながら歌えて

いるとき」といった使われ方をしている。 

 合唱における well-beingの経験に基づく良い状態は、

合唱におけるwell-beingの「WE」に関する話題が中心と

して表れていると言えよう。 

 

４−３．well-beingの経験の自己組織化マップ 

 合唱における well-beingの経験の自己組織化マップ

を、図 11に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 well-beingの経験の自己組織化マップ 

 

 前述の通り、被験者の持つ合唱におけるwell-beingの

概念を自己組織化マップに表すことで、一般性を持つ合

唱における well-being のマップとして捉えることが可

能になる。各概念の拡張やクラスターの関係を解釈しな

がら、合唱における well-being の全体像について把握

していく。 

ここでは、図９を参照しながら図 11 から全体を概観

する。 

８つのクラスターを２つに併合すると、（G、H）（A、B、

C、D、E、F）となる。渡邊ら（2020）の３つのカテゴリ

に分類すると、下記の通りとなる。 

① I（わたし） 

G（自分の取り組み） 

H（没頭、一体感、楽しさ） 

② WE（わたしたち） 

A（全体の取り組み） 

B（人間関係） 

C（合唱の技能） 

D（一体感） 

E（リーダーや先生への態度） 

F（練習への気持ち） 

 合唱における well-beingの経験に基づく良い状態は、

合唱におけるwell-beingのイメージと比べて、「WE（わ

たしたち）」の A（全体の取り組み）、E（リーダーや先生

への態度）、F（練習への気持ち）に関する話題が中心と

して表れていることは特筆される。 

A 

B C 

D 

E F G 

H
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４−４．well-beingの経験の学年による対応分析 
 合唱における well-beingの経験の学年による対応分

析を、図 12に示す。 

 

 
図 12 well-beingの経験の学年による対応分析 

 １年生が「音程」、「全体」、「合う」、２年生が「楽譜」、

「指示」、「リーダー」がキーワードであるである一方で、

３年生は「一体」、「改善」、「高める」という成長を目指

した状態に価値を見出している。 

 

４−５． well-being経験の性別による対応分析 
 合唱における well-beingの経験の性別による対応分

析を、図 13に示す。（男子:1、女子:2） 

   

５．有志合唱団における調査結果との比較 

５−１．合唱におけるwell-beingのイメージの比較 
 合唱における well-beingのイメージの比較を、図 14

に示す。（有志合唱団:1、その他の生徒:0） 

 

図 14 合唱におけるwell-beingのイメージの比較 

 

５−２．合唱におけるwell-beingの経験の比較 
 合唱における well-beingの経験の比較を、図 15に示

す。（有志合唱団:1、その他の生徒:0） 

 

図 15 合唱における well-beingの経験の比較 

 図13 well-beingの経験の性別による対応分析 

男子は「笑顔」、「集中」、「達成」という「I」の経

験、女子は「改善」、「協力」、「思い」、「団結」という

「WE」の経験に合唱のwell-beingを見出している。 

図14・15から、有志合唱団の生徒は、「思い」、「理

解」を「ハーモニー」に「表現」する合唱のイメージを

持ち、「仲間」と「高めあう」状態を合唱のwell-being

と捉えていることが明らかである。 
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おわりに 

 本研究では、合唱活動におけるwell-beingに関する自

由記述を、「I」のみではなく「WE」の要因が鍵である活動

としてテキストマイニングを用いた解析を行うことで、

合唱におけるwell-beingの全体像を明らかにした。渡邊

ら（2020）は、国内の約1300人の大学生を対象としてwell-

being を決定する要因を挙げてもらい、回答を「I（個人

的なこと）／WE・SOCIETY（他人との関係性や社会的なこ

と）／UNIVERSE（超越的な世界との関わり）」という３つ

のカテゴリに分類している。その際に渡邊ら（2020）が使

用した問いをもとに、下記の問いを設定した。 

 調査時期は、校内合唱コンクール（９月６日）終了の翌

週で、合唱におけるwell-beingについて回答する時期と

してふさわしいと考えた。 

 本研究では、KH Coderを使用してテキストマイニング

による自由記述の解析を行なった。Q１と Q２は似ている

問いではあるが、Q２（合唱における well-being の経験

に基づく良い状態）は、Q１（合唱におけるwell-beingの

イメージ）と比べて、「WE（わたしたち）」のA（全体の取

り組み）、E（リーダーや先生への態度）、F（練習への気持

ち）に関する話題が中心として表れていることから、回答

する生徒はその違いを認識していたと言える。 

 図６の自己組織化マップから、合唱におけるwell-

beingのイメージ（Q１）は、８つのクラスターを３つに

併合すると、下記の通りとなる。 

① I （わたし） 

C（没頭、練習のあり方）＋H（自分の気持ちや成長） 

E（練習の目標） 

② WE（わたしたち） 

A（お互いの雰囲気） 

B（全員の取り組み） 

D（目指す合唱の演奏） 

F（大切なもの） 

③ その他 

G（パート間の関係、ハーモニー） 

 図 11 の自己組織化マップから、合唱における well-

being の経験（Q２）は、８つのクラスターを２つに併合

すると、下記の通りとなる。 

① I（わたし） 

G（自分の取り組み） 

H（没頭、一体感、楽しさ） 

② WE（わたしたち） 

A（全体の取り組み） 

B（人間関係） 

C（合唱の技能） 

D（一体感） 

E（リーダーや先生への態度） 

F（練習への気持ち） 

 これらの結論を踏まえると、合唱における well-being

を決定する要因は、「I」のみではなく「WE」に意味や意義

を見出していると結論づけることができる。渡邊ら（2020）

の調査では、ウェルビーイングの心理的要因の分類とし

て、I（73％）、WE（24％）、UNIVERSE（３％）となってい

ることから、合唱におけるwell-beingの決定要因として

「WE」の重要性は明らかである。また、学年が上がるにつ

れ、さらに有志合唱団の経験によって、合唱における

well-being を決定する要因として「WE」のカテゴリに価

値を見出すようになることは特筆される。 

合唱におけるwell-beingの「没頭」について考察する

にあたり、サンドストーム Sandstrom, GMらの開発した

音楽に対する没入傾向尺度の一部を、以下に示す。 
表２ Sandstrom（2013）音楽に対する没入傾向尺度 

 

Sandstrom,GM. & Russo,FA.（2013）Absorption in music : 

Development of a scale to identify individuals with 

strong emotional Responses to music. p.228より抜粋 

 一部を翻訳すると、下記の通りとなる。（筆者による） 

Q1 合唱活動における良い状態(well-being)とはどう

いうイメージだと思いますか。 あなたの考えを自由に

書いてください。思いついたことをなんでも書いてく

ださい。  

Q2 あなたは合唱活動においてどんなときに良い状態

(well-being)であると感じますか。どんな些細なこと

でも良いので、合唱活動において「良い状態」と感じ

るときを３つ挙げてみてください。  

・音楽と一体になったように感じる時がある。 
・完全に音楽に没頭すること、私の意識全体を鮮やか

に変化させるように感じることが時々ある。 
・人々が心を変える音楽体験について語るとき、それ

が何を意味しているか理解できる。 
・時々、音楽を聴くことで、他の人々とより繋がって

いるように感じる。 
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渡邊ら（2020）の調査によって分類されたウェルビーイ

ングの心理的要因のカテゴリにおいて、「没頭」は「I」と

分類され、「読書やゲームに没頭する」が事例として挙が

っている。一方で、サンドストームが論じた音楽に対する

没入傾向尺度の「音楽と一体になったように感じる時が

ある」に該当する事例が渡邊ら（2020）の「UNIVERSE」に

「自然との一体感を得る」として挙がっていることは興

味深い（p.17）。つまり、「I」としての「没頭」と、「超越

的な世界との関わり」である「UNIVERSE」としての「没頭」

が存在している、と言うことができる。合唱における

well-beingを解明する鍵として、「UNUVERSE」としての「没

頭」が重要になることが予測できる。 

今後は、本調査において実施した合唱における well-

beingの 30項目（５件法）について分析し、本研究で分

析した自由記述と併せて結果を考察していく。 
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